
開館時間　平日：午前10時～午後６時　土日祝日：午前10時～午後５時
※休館日…毎週月曜日、９月30日㈮【整理日】
※学習机の利用については６席利用可能ですが、混雑状況により、利用時間の制限を設けること
があります。また、学習机利用後の消毒・清掃にご協力をお願いします。

※引き続き、マスクの着用、アルコール消毒のご協力をお願いします。
ホームページ
ＱＲコード

お手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキングお手軽クッキング 257

１人当たり
エネルギー 塩分
91kcal 0.6g

※食改会員さんを募集しています。詳しくは、お問い合わせください。
［問合せ］保健センター　健康増進係　☎76-2855

かぼちゃの甘辛炒め

作り方
①	かぼちゃは一口大の幅５㎜のくし切りにし、ラップをして電子

レンジで２～３分加熱する。
②	ちくわは縦半分に切り、斜め切りにする。
③	フライパンにごま油を入れて、かぼちゃを炒め、ちくわを加え炒める。
④	しょうゆ、みりんで味付けをする。

協力：美里町食生活改善推進員連絡協議会

（４人分)材 料
かぼちゃ…………… 200ｇ
ちくわ（生）… ………… ２本
ごま油…………… 大さじ１
しょうゆ………… 小さじ２
みりん…………… 小さじ２

234手話講座手話講座
ワンポイント

（出典：わたしたちの手話（３）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）
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雨の日など、図書館に来館する際や車から移動する時雨の日など、図書館に来館する際や車から移動する時
などに、本・雑誌・資料などが濡れないようにご注意などに、本・雑誌・資料などが濡れないようにご注意
ください。ください。

新しい本を紹介します。
一 般 書

児 童 書

田中 達也/作
福音館書店（日本傑作絵本シリーズ）

『くみたて』

分解された状態の日用品を組み立
てるミニチュアの作業員たち。完
成した日用品を、ミニチュア世界
の住人はどう使うのか。見慣れた
ものが別のものに見えてくる写真
絵本。ジャケット袖に切り取って
使うミニチュア作業員つき。

ひとりの女の子が社会を動かす! 　イン
ドの街で小学校に通うヤズミンの楽しみ
は、まちかど図書館で本を借りること。
ところがこの図書館が続けられなくなり
…。読書の力、選挙など、これからの時
代に大切なテーマを描いた物語。

中山 智津子/著　山と溪谷社

身近な野草や木の葉を使った63種類の野草茶の作り方を
紹介。採集部位や単独で飲んだ場合の効能、野草茶の利用
法、採集時の注意点などを解説する。体質や体調の悩みに
合わせたブレンド野草茶の選び方やレシピも収録する。

宇佐見 りん/著　河出書房新社

車で祖母の葬儀に向かう、17歳の
かんこと家族。思い出の景色や車
中泊の密なる空気が、家族のまま
ならなさの根源にあるものを引き
ずりだしていき…。『文藝』掲載
を単行本化。

長島 康之/著　主婦の友社

起きたときから体が重い、やる気
がわかない…。病名がつかないよ
うな不調を抱える人たちが、調子
がいい状態になるためのヒントを
紹介。立ち方、歩き方、呼吸など、
努力しない前提でできる「運動未
満」のプチ習慣を紹介する。

『くるまの娘』

やぎ たみこ/作・絵
PHP研究所　(わたしのえほん)

『かえるのほんや』

町のはずれにある古い本屋。そして森の中にもう一軒、
池のほとりの柳の木の中に、かえるの本屋があります。
かえるの本屋は、今日もおはなし会でおおにぎわい。奥
の部屋ではかえるたちが、本づくりをしていて…。

新堂 冬樹/著　双葉社

規格外のパワーと愛情をショコラに捧げる星咲直美は伝
説の元極道。人々を笑顔にするために足を洗ったが、古
巣「東神会」の若頭が卑劣な罠を仕掛けてきて…。双葉
社サイト『COLORFUL』連載を加筆し書籍化。

リンダ・ニューベリー/作　田中 薫子/訳
くらはし れい/絵　徳間書店

『おもちゃ屋のねこ』

ある日、大おじさんのおもちゃ屋にやってきたハティが見
たのは、あざやかな明るい緑色の目をした、かしこそうな
ねこ。その日からふしぎな出来事が、大おじさんのお店で
次々に起きて…。心あたたまる物語。

［引用］ＴＲＣ株式会社図書館流通センター

『任俠ショコラティエ』

『本おじさんのまちかど図書館』

『運動未満で体はととのう』

『薬学博士が教える手づくり野草茶レシピ』

ウマ・クリシュナズワミー/作　長友 恵子/訳
川原 瑞丸/絵　フレーベル館　(ものがたりの庭)

特集　地域を守る消防団
好評連載中の美里町消防団にインタビューをしていく企画の第３回目。
今回は、第３分団 油井 一樹 団員にお話を伺いました。

消防団に入ったきっかけはなんですか？
◎�美里町に越してきて、地域活動に参加したとき

に消防団の誘いがあり、やってみたいと思った
ので入団しました。

やりがいはなんですか？
◎�消防団の活動を行う中で、地域とのつながりが感

じられるところです。

印象的だったことはありますか？
◎�町民体育祭の前日から当日の朝まで火災現場に

出動していたことがあり、撤収してすぐに体育
祭へ向かいましたが、他の団員もたくさん体育
祭に参加していて、地元愛の強い団員が多いん
だなと改めて感じました。

消防団員として心掛けていることはありますか？
◎�「消防団が来たから安心」と思ってもらえるよ

う使命感を持って活動するようにしています。
普段はどんなことをしていますか？
◎�保育士の仕事をしていて、子どもたちと楽しく

過ごしています。プライベートは、ジムで体を
鍛えることが多いです。

最後に一言
◎�地元を守る立場になると、今までと違った地域

の見方ができて、地元愛も深まると思います。
ぜひ一緒に消防団をやってみませんか。

美里町消防団は、「自分
たちのまちは自分たち
で守る」という志のもと、
活動しています。
随時、仲間を募集して
いますので、気になっ
たかたは、総務課まで
お問い合わせください。

☎ 76-1115

油井 一樹 団員
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